
令和６年度第２回札幌医科大学医療安全監査委員会開催報告 

 

 札幌医科大学医療安全監査委員会規程に基づき、札幌医科大学医療安全監査委員会を開催

し、監査を実施したので、次のとおり報告する。 

 

１ 監査の方法 

札幌医科大学医療安全監査委員会規程第３条第１号に基づき、札幌医科大学附属病院にお

ける医療安全に係る管理状況について、医療安全管理責任者等から説明の聴取及び資料閲覧

等の方法により報告を求め、監査を実施した。 

 

２ 監査委員 

  委員長  橋 場  弘 之 （田村・橋場法律事務所 弁護士） 

  委 員  南須原  康行 （北海道大学病院 副院長・医療安全管理部長） 

  委 員  高 田  久 （公益財団法人北海道盲導犬協会 副会長） 

  委 員  元 村  啓 司 （元会社役員） 

  委 員  小 林  宣 道 （札幌医科大学医学部 教授） 

 

３ 監査の実施日 

令和７年２月４日（火）16時 00分～17時 30分 

 

４ 監査の内容及び結果 

（１） 令和６年度第１回医療安全監査委員会開催報告について 

令和６年７月 30日に開催した委員会の概要につき報告を受けて確認した。 

 

（２）「令和６年度特定機能病院間相互のピアレビュー」の実施結果について 

上記項目について資料に基づき説明があり、意見交換等を行った。訪問大学からの講評結

果の報告にあわせて、指摘事項への改善状況についても本委員会で報告するよう検討された

い。 

 

（３） 身体拘束最小化の取り組みについて 

身体拘束最小化に向けた検討と取り組み状況について確認した。 

 

（４） インシデント事案と再発防止策について 

病院内で発生したインシデント事案４例について報告を受けた。インシデント事案の検証を行

い、セーフティマネージャーを通じて再発防止策について院内周知を図っていることを確認した。 

 

（５） ＰＩＣＣハンズオントレーニング実施報告について 



医療安全部が主催する、中心静脈カテーテルの挿入に関する講習会を実施した結果の報告

を受けた。 

 

（６） 産科緊急コールシミュレーションの実施報告について 

シミュレーションの様子を撮影した動画を視聴し、実施内容を確認した。また、シミュレーション

後の振り返りで出された意見等の説明を受けた。多くの部署が真剣に取り組んでおり、素晴らし

い取り組みである。 

 

５ 総括 

令和６年度の監査報告について説明を受け、適正な管理が行われていることを確認した。 

 

令和７年３月３日 

札幌医科大学医療安全監査委員会 

委員長 橋場 弘之 


